
                                     平成３０年 ２月 ５日 第１６７号 
 

 

  

   滋賀バルブだより 

 

 

 

滋賀バルブ協同組合 

〒522-0037 彦根市岡町 52 

 TEL 0749-22-4873 FAX 0749-22-0463 

 

 

平
成
２
９
年
下
期
䥹
７
月
䦅
１

２
月
䥺
の
バ
ル
ブ
生
産
高
調
査
䥹
組

合
員
２
２
社
䥺
結
果
が
ま
と
ま
り
䣍

同
年
下
期
の
生
産
高
は
前
年
同
期

比
５
䥼
６
％
増
䥹
プ
ラ
ス
７
億
２

０
０
０
万
円
䥺
の
１
３
６
億
２
８

０
０
万
円
と
な
䣬
た
䣎
業
種
別
に

見
る
と
䣍
水
道
用
弁
が
同
期
比
４
䥼

７
％
増
の
５
３
億
２
４
０
０
万

円
䣍
産
業
用
弁
が
５
䥼
３
％
増
の

６
２
億
３
８
０
０
万
円
䣍
船
用
弁

が
９
䥼
８
％
増
の
１
６
億
７
６
０

０
万
円
䣍
鋳
物
素
材
が
４
䥼
９
％

増
の
３
億
９
１
０
０
万
円
と
な
䣬

た
䣎 

 

こ
の
結
果
上
期
を
加
え
た
平
成

２
９
年
通
期
の
バ
ル
ブ
生
産
高

は
䣍
前
年
比
較
１
䥼
８
％
増
䥹
プ

ラ
ス
４
億
５
４
０
０
万
円
䥺
の
２

５
３
億
７
７
０
０
万
円
と
な
䣬 

平成 29 年 全期の生産高及び対前年比較表 

    （単位：百万円） 

種類別 平成 29 年 平成 28 年 増減率 

  (１月～１２月） (１月～１２月） （％） 

水道用弁 9,220 9,185 0.4% 

産業用弁 12,118 11,829 2.4% 

船用弁 3,301 3,176 3.9% 

鋳物素材 738 733 0.6% 

合 計 25,377 24,924 1.8% 

平成 29 年 下半期の生産高及び対前年比較表 

    （単位：百万円） 

種類別 平成 29 年 平成 28 年 増減率 

  (７月～１２月） (７月～１２月） （％） 

水道用弁 5,324 5,087 4.7% 

産業用弁 6,238 5,923 5.3% 

船用弁 1,675 1,526 9.8% 

鋳物素材 391 373 4.9% 

合 計 13,628 12,908 5.6% 

 

 

平成２９年（1 月～12 月）バルブ生産高調査結果 
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平成 29 年 上半期の生産高及び対前年比較表 

    （単位：百万円） 

種類別 平成 29 年 平成 28 年 増減率 

  (１月～６月） (１月～６月） （％） 

水道用弁 3,896 4,098 ▲4.9% 

産業用弁 5,880 5,907 ▲0.5% 

船用弁 1,626 1,649 ▲1.4% 

鋳物素材 347 361 ▲3.9% 

合 計 11,749 12,015 ▲2.2% 
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